
事業の概況

10 11

TIRE group

ADVAN dBは高い静粛性や快適な乗り心地を備えながら、
最新のラグジュアリーカーにふさわしい優れた走行安定性を実現

TBluEarth AE-01はヨコハマタイヤの
中で最も低いころがり抵抗を実現。日本
市場での主力商品に育てていく

＜当期の概況＞

売上高は前期比8.1％減の3,675億円、

営業利益は同106.9％増の205億円と

なりました。第4四半期から日本・海外

ともに販売が回復してきているものの、

上期の販売減が響き減収です。しかし、

原材料価格の下落やコスト削減により増益

となりました。

　2011年3月期は販売量の増加を見込

んでいますが、原材料高の影響があるた

め、売上高は前期比12.1％増の4,120億

円、営業利益は同34.0％減の135億円

となる見通しです。

　なお、海外の販売状況については、横浜ゴ

ムの会計期間より3か月早く終了する

1-12月期ベースで記述しています。

J A P A N ＜日本＞

高・中価格帯商品が堅調だった市販用タイヤ

　市販用タイヤの需要は下期から回復基調になった

ものの年間では前期並みで、横浜ゴムの同タイヤ

事業も売上高・販売本数ともに前期並みとなり

ました。しかし、高価格帯への新商品投入や高・

中価格帯商品を軸にした拡販に力を入れ、商品

ミックスの改善につなげました。乗用車用タイヤ

では2009年7月に発売したヨコハマタイヤ史上

最高の静粛性を誇る「ADVAN dB」に加え、既存商

品の大型ミニバン用「DNA GRAND map」、省

燃費性に優れる「DNA Earth-1」の販売が好調でし

た。消費者の低価格指向が強まっている環境下でも、

特長を明確にした商品ラインナップが性能重視の

ユーザーに受け入れられました。

　トラック・バス用タイヤは全体の販売本数は前期

を下回りましたが、省燃費で耐久性に優れる

「ZEN」シリーズの販売が伸び、商品ミックス

の改善につながっています。2009年度は低燃費

指向ストッドレスタイヤ「ZEN 902ZE」を追加し、

「ZEN」シリーズの商品ラインナップをさらに充実

させました。

　今期の市販用タイヤ需要は横ばいの見込みです

が、2010年1月よりころがり抵抗性能とウェット

グリップ性能を業界統一基準で表示するラベリング

制度が導入され、より環境に配慮した商品の需要

が高まると予想されます。横浜ゴムは売上高・販売

本数ともに前期並みを計画していますが、環境対応

商品を軸に高・中価格帯の構成比を向上させ、

ブランドイメージのアップと収益の拡大をめざし

ます。

　2010年7月に発売した「BluEarth AE-01」は

量販ゾーンでの販売拡大をめざして開発した大型

商品で、ころがり抵抗性能がラベリング制度で

「AA」に該当する高い省燃費性を持ちながら、コ

ストパフォーマンスに優れるのが特徴です。今期は

サイズ拡大に力を入れ、2、3年内に国内市場での主

力商品に育てていく考えです。トラック・バス用タ

イヤについては、引き続き「ZEN」シリーズの販売

拡大を図るほか、タイヤの空気圧と内部空気温度を

リアルタイムで確認できるモニタリングシステム

「HiTES」や、リトレッドタイヤの販売にも力を

入れます。

自動車生産の落ち込みで新車用タイヤは減少

新車用タイヤは、上期に実施された輸出向け車両

の大幅な生産調整が響き、売上高・販売本数ともに

減少しました。しかし、下期からエコカー減税の

効果で小型車・ハイブリット車を中心に国内向け

車両の生産が回復し始め、新車用タイヤの販売は

持ち直してきています。当期は環境対応車への

アプローチを強め、トヨタの新型プリウスやホンダ

の新型ハイブリッドのCR-Zに採用されました。

　今期は引き続き自動車生産台数の回復が見込め、

販売本数・売上金額ともに増加を見込んでいます。

環境対応車への新車装着を増やすほか、収益性

を重視した受注活動を強化します。
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カナダはスノータイヤが牽引

　カナダでは市販用タイヤの需要は前期並みで

したが、横浜ゴムは販売本数・売上金額ともに前期

を上回りました。販売を牽引したのはスノータイヤ

で、早期引き取りによるインセンティブアップなど

の販売促進策が効果を上げました。また、2009年

に投入した「AVID Touring-S」の販売も好調でした。

   今期も需要は引き続き堅調と予想しています。横

浜ゴムは販売体制の強化や新規販路の開拓に取り組

みながら、「AVID Touring-S」や2010年春に発売し

た「AVID ENVigor」を中心に拡販を図り、当期を上

回る販売拡大をめざします。

A S I A N  N A T I O N S  
B E S I D E S  J A P A N
＜日本以外のアジア＞

中国が15％を越える販売増

　新興国を中心に上期からタイヤ需要の回復が鮮明

となり、横浜ゴムも乗用車用タイヤが牽引し前期を

上回る販売本数となりました。主力市場の中国は

前期比15％を越える販売増でした。需要の回復を

追い風に、大手卸売会社の新規開拓や取引量の拡大

を図る一方、ヨコハマタイヤをメインに取り扱う

小売店を着実に増やしたことが寄与しています。

中国以外でもインド、韓国、タイ、フィリピンが10％

以上の伸長率でした。インドはヨコハマタイヤを

取り扱う小売店を大幅に増やしたためで、韓国は

タイヤ専門大手チェーン店との取引量拡大が寄与

しています。タイでは2008年5月に設立した販売

会社が本格的に販路開拓や営業活動を進めました。

フィリピンはさまざまな販売促進策や地道な

営業努力により販売本数を伸ばしています。

今期も新興国を中心に販売拡大

　今期も新興国を中心にさらに需要が拡大すると

見込み、販売増を計画しています。拡販の要として

近年、ヨコハマタイヤをメインに売る小売店網「ヨ

コハマクラブ・ネットワーク」の展開に力を入れて

タイの天然ゴム加工工場が稼動
タイ南部のスラタニ県に天然ゴム加工工場が

完成し、2010年5月に月産生産能力3,000

トンで操業を開始しました。非石油系資源で

ある天然ゴムの需要は年々増加しており、自社

系列の加工工場を運営することで、品質の良い

天然ゴムの安定供給を図ります。また、バラツキ

の少ない高精度な天然ゴム加工方法の蓄積、

天然ゴムの使用比率を高めた高性能タイヤ

開発などさまざまなメリットが期待できます。

N O R T H  A M E R I C A ＜北米＞

米国は市販用が伸びたものの、新車用の不振で

販売減

米国での横浜ゴムの販売は市販用タイヤが伸びた

ものの、新車用タイヤの落ち込みが響き、販売本数、

売上金額ともに前期を下回りました。自動車買い

替え促進策が実施されたものの、乗用車向け新車用

タイヤの需要が低迷したことが影響しました。

　市販用の乗用車タイヤの販売が伸びたのは、小売

店向け販売促進策のADVANTAGEプログラムが

好評で新規契約店が増えたためです。市販用トラック・

バス用タイヤも需要が大きく落ち込むなか健闘し、

販売本数は前期を下回ったものの、シェアアップを

果たしました。

　2009年後半から米国のタイヤ需要は回復に

向かっており、今期は需要増に伴う販売増と増収を

計画しています。乗用車用タイヤでは2010年春に

高い運動性能に加え、省燃費性にも優れるハイ

パフォーマンスオールシーズンタイヤの「AVID 

ENVigor」を発売。これまでにない高い省燃費性を

持つ量販タイヤの投入で、ブランドイメージのアップ

と販売拡大をめざします。

 トラック・バス用タイヤは、環境対応商品を軸に、

ブランドイメージのアップと拡販を図ります。アメ

リカEPAのSmartWay プログラムの認証を獲得

した商品や、省燃費性に加え、耐摩耗性・耐扁摩耗性

に優れる「Z.environment」シリーズの販売に力を

入れます。

　また、米国以外の販路拡大にも力を入れ、今期は

メキシコに同国向け専用商品を投入する予定です。

高い運動性能に加え、省燃費性にも優れるAVID ENVigor。
北米では2011年3月期、同商品を中心に拡販を図っていく

ヨコハマタイヤを扱う中国の契約小売店

タイの天然ゴムの加工工場。2010年5月から生
産を開始した
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E U R O P E ＜欧州＞

需要減のなか、ロシアが牽引し販売増に

　経済の悪化から、同地域の市販用タイヤ需要は

低迷し、特にこれまで大きな成長を続けてきた

東欧・ロシアで大幅な減少となりました。こうした

なか、横浜ゴムは西欧・東欧での販売が微減となった

ものの、ロシアで20％超える販売増を達成した

ことが寄与し、前期を上回る販売本数を達成し

ました。

積極的な新商品の投入で、今期も販売拡大

　今期は南欧の経済環境の不透明さはあるもの

の、徐々に販売が改善してきており、欧州全般で

需要の回復を見込んでいます。横浜ゴムは積極的

に新商品を展開することで、今期も販売増を

めざします。当期に欧州の主力商品であるdr ive

シリーズから、コンフォート系「C.drive」の後継

として、よりウエット性能を高めた「C.drive2」を

発売しており、今期は同商品のサイズ拡大を進め、

ボリュームゾーンで積極的に販売拡大をめざし

ます。また、ブランドイメージと認知度アップを図

るため、環境に配慮した商品を充実させていきま

す。当期にヨコハマタイヤで最高レベルの省燃費

性を誇る「dB super E-spec」を投入したのに続

き、今期も新たな省燃費タイヤを上市する予定で

す。さらにロシアでは同国市場のメインである冬

用タイヤの新商品も投入する予定で、大幅な販売増

を狙います。

　トラック・バス用タイヤについても環境対応商品

として、当期に省燃費や耐摩耗性に優れる「ZEＮ」

シリーズを発売しました。今期は同シリーズを主軸

とした販売活動を行うほか、リトレッドタイヤの

技術に定評のあるイタリアのマランゴーニ社との提

携を進め、拡販とブランドイメージアップに努めま

す。また、2010年4月からドイツのEDC（欧州

中央倉庫）が本格稼動しており、納期短縮などカ

スタマー･サービスの向上による販売増や、在庫削

減によるコストダウンが期待できます。

左： ロシアに投入するスタッドタイヤ
の新商品

右： C.drive2は「C.drive」の後継品。乗
り心地や静粛性はそのままに、よりウ
エット性能を高めている

いますが、来期はその店舗数の拡大をさらに加速

させます。新商品はハイパフォーマンスタイヤを

中心に投入し、ブランドイメージのアップを重視し

た販促活動を展開します。そのため、2009年にスト

リートスポーツタイヤ「ADVAN  NEOVA  

AD08」、高い省燃費性を誇る「DNA Earth-1」を

発売したのに続き、2010年には横浜ゴム最高峰の

コンフォートタイヤ「ADVAN　dB」を発売する予

定です。また、オフィシャルタイヤを供給するマカ

オグランプリをターゲットにしたキャンペーンの

実施や、各国で開催されるモーターショーに積極

的に出展するなど、認知度アップとスポーツイメ

ージの強化にも引き続き力を入れていきます。

中国とタイで生産増強

　中国とタイではさらなる生産増強を計画して

います。中国は2009年に米国を抜いて初めて世

界最大の自動車生産国となり、今後も成長が続くと

予想されています。タイヤ市場も大きな伸びが期待

され、2012年3月期中に杭州の乗用車用タイヤ

工場を現在の年間生産能力300万本から510万本

に引き上げることを決めました。また、タイの

乗用車・ライトトラック用タイヤ工場でも年間生産

能力を140万本増強し、2012年3月期中に400万

本まで引き上げます。同工場はタイ国内のほか、

日本や中国を除くアジアや欧米に広く輸出しており、

欧米や新興国の市場で乗用車向けを中心にタイヤ

の需要拡大が見込まれることに対応します。

2009年11月にマカオグランプリと同時開催されたFIA世界ツーリングカー選手権最終戦の模様。
両レースとも横浜ゴムがオフィシャルタイヤを供給している
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E U R O P E ＜欧州＞
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界最大の自動車生産国となり、今後も成長が続くと
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H I G H - P R E S S U R E  H O S E S
＜ホース配管＞

建設機械や自動車の減産が響く

　主力の日本で油圧ホースと自動車用ホースの販

売が落ち込み、当期の売上高は前期比24.4％減の

276億円となりました。建設機械メーカーや自動車

メーカーの生産が下期から回復基調となったもの

の、上期の落ち込みをカバーできませんでした。

海外でも、米国ではYH America,  Inc.が生産

設備の購入により売り上げを伸ばしましたが、

SAS Rubber Companyは上期の自動車生産の

低迷が響き減収となりました。台湾のS C  

Kingflex CorporationとタイのYokohama 

Rubber (Thiland) Co., Ltd.も上期の需要減が

響き減収でした。

　当期、国内で注力したのは新規顧客の開拓

です。特に今まで手の回らなかった中小の建設機械

メーカーへの営業活動を強化し、新規受注の獲得

に力を入れました。また、これまでOEMによる納入

が中心だった海外で、当期から建設機械や工作

機械用アフターマーケット向けに高圧ホースの

販売を開始しています。今後の本格的な拡販に

備え、市場を調査・分析するための駐在員を米国

と東南アジアに派遣しました。

　今期は国内外で建設機械、自動車の生産が回復

基調にあり、油圧ホース、自動車ホースともに販売

増が見込めることから、売上高は前期比19.6％

増の330億円を計画しています。さらに海外で

アフターマーケット向け高圧ホースの販売を本格

化するほか、国内では需要の掘り起こしを行い、

さらなる売り上げ拡大につなげていきます。

M I D D L E  E A S T ＜中近東州＞

　タイヤの需要回復に合わせて供給量を拡大した

ことで、下期から販売が大幅に伸びました。しかし、

原油価格高騰による好景気で前期の販売が高水準

だったため、当期の販売本数は前期を下回りました。

　今期はさらに需要が拡大すると見込み、販売増を

計画しています。湾岸諸国で耐熱性を強化した特別

仕様のA.driveを発売する予定で、同商品を軸に販

売活動を展開していきます。

O C E A N I A ＜大洋州＞

　カーメーカーの減産を受け新車用タイヤの販売

が落ち込んだことが主因で、販売本数は前期を下

回りました。市販用はSUV用の「GEOLANDAR」

シリーズの販売が好調でしたが、トラック・バス用

タイヤの販売が低迷しました。

　今期は自動車生産の回復が見込め、新車用タイヤ

を中心に販売増の計画です。また、自系列販路の

Tyres & Moreを着実に増やすほか、新商品の投入

でトラック・バス用タイヤの拡販を図り、販売増に

つなげます。

L A T I N  A M E R I C A ＜中南米＞

　中南米の販売本数は前期を下回りました。ブラ

ジルは現地通貨高や供給量拡大で販売を伸ばしま

したが、輸入規制を実施したアルゼンチンで販売量

が大幅に減少したことが響きました。

　今期は大幅な販売増を計画しています。好調な

経済を背景に需要増が見込めるブラジルで供給量

を増やすほか、アルゼンチンでは当期に投入した

スタッドレスタイヤの販売に力を入れます。また

販売力をつけてきた各国代理店の商品ラインナップ

を拡充していき、販売増につなげます。特に建設

機械用タイヤについては、中南米専門の営業担当

を新たに雇い、販売強化を図っていきます。

A F R I C A ＜アフリカ＞

　横浜ゴムのアフリカでのメイン市場は南アフリカ

ですが、現地通貨ランドの急落が影響し同国での

販売本数は前期を下回りました。しかし、2009年

にアンチダンピング関税の廃止されたエジプトの

再開拓に力を入れ、同国への販売本数が大幅に増加

しています。また、未取引国の開拓に力を入れ、セネ

ガル、マダガスカルなど着実に新規取引国の数を

増やしました。今期は主力の南アフリカでワールド

カップ特需や為替の改善により需要喚起が期待

できるほか、南アフリカに次ぐ市場として注目して

いるエジプトでの拡販が期待できます。

<その他の地域>

湾岸諸国向けに耐熱性を強化した
特別仕様のA.drive

事業の概況

MB group
Multiple Business 

＜当期の概況＞

MB事業は、売上高が前期比15.9％減の

988億円、営業利益は同74.3％減の9億

円となりました。ゴルフ用品が増収となり

ましたが、ホース配管、コンベヤベルトなど

主力商品の販売が振るわず、減収減益と

なりました。

　2011年3月期はホース配管を中心に多

くの事業が増収となる見込みで、売上

高は前期比9.3％増の1,080億円、営業利

益は同5倍の45億円を見込んでいます。




